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Ⅰ 調査の概要 
 

１．調査の目的 

本調査は、第８期高齢者お達者プランの策定に向けて、2040年までのサービス量推計を目的と

して、現在のサービス提供体制及び、今後の事業展開の把握することを目的に実施しました。 

 

２．調査設計 

◇調査対象者：加賀市内で高齢者向けサービスを提供する法人・事業所 

◇調 査 期 間：令和２年７月 16日（木）～８月６日（木） 

◇調 査 方 法：電子メールによる調査票の配布、回収 

◇回 収 結 果：25法人・126事業所 

 

３．報告書の見方 

●回答結果は、有効サンプル数に対して、それぞれの回答の占める割合を示しています。小数点

第２位以下を四捨五入しているため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）

であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、調査結果の分析文、グラ

フにおいても反映しています。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、選択肢ごとの有効

回答数に対して、それぞれの回答の占める割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超

える場合があります。 

●図表中において、「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が

困難なものです。 

●グラフのＮ（number of case）は、有効標本数（集計対象者総数）を表しています。 
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Ⅱ 調査結果（抜粋） 
１．介護人材実態調査【法人票】 

問１ 介護従事者の確保で重要と考える項目に○を付けてください。（○は３つまで） 

介護従事者の確保で重要と考える項目についてみると、「賃金のアップ」が最も高く、次いで「職

場環境の改善、業務量の軽減」、「有給休暇の取りやすい職場環境」となっています。 

 

 

 

  

68.0 

52.0 

20.0 

4.0 

28.0 

20.0 

4.0 

36.0 

20.0 

16.0 

16.0 

8.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

賃金のアップ

職場環境の改善、業務量の軽減

長期継続的な雇用の確保

外国人介護人材の受け入れ、外国人を含むマンパワー

の活用

ハイテクロボットやＩＣＴ等の活用

世間的な介護職へのイメージアップ、社会的地位の向上

職場体験の受け入れ

有給休暇の取りやすい職場環境

資格取得や能力向上に向けた支援の拡充

福利厚生制度の充実

出産・子育て・介護等を支援する職場環境

その他

不明・無回答

全体（N=25）
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問３ 介護従事者の採用活動の方法について活動実績があるものに○を付けてください。ま

た、問い合わせが多い等、効果があるものに○を付けてください。 

介護従事者の採用活動の方法について活動実績があるものについてみると、「ハローワークへの

求人登録」が最も高く、次いで「既存職員による勧誘」、「自法人ホームページでの採用募集」と

なっています。 

また、問い合わせが多い等、効果があるものについてみると、「ハローワークへの求人登録」が

最も高く、次いで「既存職員による勧誘」「就職専門 WEB サイトへの登録」となっています。 

 

【活動実績があるもの】 

 

【効果があるもの】 

 

52.0 

100.0 

12.0 

44.0 

84.0 

40.0 

44.0 

24.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自法人ホームページでの採用募集

ハローワークへの求人登録

フリーペーパー等の配布

就職専門 WEB サイトへの登録

既存職員による勧誘

大学や介護福祉士養成校等への営業

合同就職説明会等への出展

地域の祭りやイベントに参加し、近隣での採用にもつ

ながる関係づくり

地域に開かれた事業所運営による近隣での採用にも

つながる関係づくり

その他

不明・無回答

全体（N=25）

8.0 

64.0 

4.0 

28.0 

60.0 

12.0 

12.0 

8.0 

8.0 

0.0 

12.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自法人ホームページでの採用募集

ハローワークへの求人登録

フリーペーパー等の配布

就職専門 WEB サイトへの登録

既存職員による勧誘

大学や介護福祉士養成校等への営業

合同就職説明会等への出展

地域の祭りやイベントに参加し、近隣での採用にもつ

ながる関係づくり

地域に開かれた事業所運営による近隣での採用にも

つながる関係づくり

その他

不明・無回答

全体（N=25）
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問６ 令和２年４月１日時点の貴法人における加賀市内に勤務する介護従事者数を職種別に

記入してください。職員の追加配置希望がある場合には併せて記入してください。 

（複数の職種を兼務している従業者は、主な職種１つで１人とカウントしてください。） 

加賀市内に勤務する介護従事者数についてみると、現在配置人員について、『常勤』では「介護

福祉士」、『非常勤』では「介護職員」が最も多くなっています。 

追加希望人員について、『常勤』では「介護福祉士」、『非常勤』では「旧ヘルパー２級」が最も

多くなっています。 
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医師

歯科医師

保健師

看護師

准看護師

薬剤師

理学療法士

作業療法士

言語療法士

柔道整復師

あん摩      指圧師

調理士

栄養士

管理栄養士

社会福祉士

主任介護支援専門員

介護支援専門員

介護福祉士

旧ヘルパー１級

旧ヘルパー２級

介護職員

事務員

その他

全体（N=25）

現在配置人員 常勤 現在配置人員 非常勤

追加希望人員 常勤 追加希望人員 非常勤
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単位：人 

職種 
現在配置人員 追加希望人員 

常勤 非常勤 常勤 非常勤 

医師 15 9 0 0 

歯科医師 0 0 0 0 

保健師 2 0 0 0 

看護師 133 45 7 2 

准看護師 65 29 0 0 

薬剤師 3 2 0 0 

理学療法士 23 3 1 1 

作業療法士 18 8 0 0 

言語療法士 3 2 0 1 

柔道整復師 3 0 0 0 

あん摩      指圧師 2 4 0 0 

調理士 34 42 0 0 

栄養士 10 2 1 0 

管理栄養士 17 1 0 0 

社会福祉士 12 0 0 0 

主任介護支援専門員 17 0 1 0 

介護支援専門員 50 7 3 0 

介護福祉士 443 121 22 6 

旧ヘルパー１級 14 4 0 0 

旧ヘルパー２級 45 55 3 12 

介護職員 157 139 3 0 

事務員 50 14 0 0 

その他 57 76 0 0 

合計 1173 563 41 22 
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２．介護人材実態調査【事業所票】 

問５ 所属する職員について、正規・非正規の別にご回答ください。（令和２年４月１日時点） 

所属する職員についてみると、「正規職員」が 72.5％「非正規職員」が 27.5％となっています。 

 

 

  

72.5 27.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1,809）

正規職員 非正規職員
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問６ 過去１年間（平成 31 年４月１日～令和３年３月 31 日）の職員の採用者数と離職者数

を、年齢別、正規・非正規の別にご回答ください。離職者数は、貴事業所の勤務年数別

でもご回答ください。 

※ 採用者数について、令和２年４月１日時点で開設から１年未満の事業所の場合は、開設日
以降の中途採用者数を回答してください。 

過去１年間の職員の採用者数と離職者数をそれぞれ、採用率・離職率に換算し結果を検証しま

した。 

『正規職員の採用率』では「サービス付き高齢者向け住宅」が最も高く、次いで「訪問介護」と

なっています。 

『非正規職員の採用率』では「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」が最も高く、次いで「訪問

介護」となっています。 

 

【採用率】※過去１年間の採用者数÷令和 2年 4月 1日の在籍者数×100 
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15.4 

0.0 
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0.0 

41.2 

25.9 

133.3 

18.2 

20.8 

50.0 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140%

全法人 （N=126）

特別養護老人ホーム （N=9）

介護老人保健施設 （N=5）

介護医療院 （N=2）

認知症対応型共同生活介護 （N=12）

特定施設入居者生活介護 （N=2）

通所介護 （N=22）

通所リハビリテーション （N=8）

認知症対応型通所介護 （N=2）

訪問介護 （N=12）

訪問入浴 （N=2）

訪問リハビリテーション （N=1）

訪問看護 （N=7）

小規模多機能型居宅介護 （N=14）

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 （N=1）

住宅型有料老人ホーム （N=3）

サービス付き高齢者向け住宅 （N=5）

軽費老人ホーム （N=3）

居宅介護支援 （N=16）

正規職員 非正規職員
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『正規職員の離職率』では「サービス付き高齢者向け住宅」が最も高く、次いで「訪問看護」と

なっています。 

『非正規職員の離職率』では「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」が最も高く、次いで「訪問

介護」となっています。 

 

【離職率】※過去１年間の離職者数÷令和 2年 4月 1日の在籍者数×100 
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全法人 （N=126）

特別養護老人ホーム （N=9）

介護老人保健施設 （N=5）

介護医療院 （N=2）
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特定施設入居者生活介護 （N=2）

通所介護 （N=22）
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認知症対応型通所介護 （N=2）

訪問介護 （N=12）

訪問入浴 （N=2）

訪問リハビリテーション （N=1）

訪問看護 （N=7）

小規模多機能型居宅介護 （N=14）

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 （N=1）

住宅型有料老人ホーム （N=3）

サービス付き高齢者向け住宅 （N=5）

軽費老人ホーム （N=3）

居宅介護支援 （N=16）

正規職員 非正規職員
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各事業所の離職者数について勤務年数ごとの内訳をみると、全体の離職者数が最も多い【通所

介護】は、『正規職員』『非正規職員』ともに「3年以上」が最も多くなっています。 

次いで、【特別養護老人ホーム】は、『正規職員』で「3 年以上」、『非正規職員』で「1 年未満」

が最も多くなっています。 

 

【離職者数（勤務年数ごとの内訳）】 

 

 

 

 

 

  

単位：人

1年未満 1～3年未満 3年以上 合計 1年未満 1～3年未満 3年以上 合計

特別養護老人ホーム 11 0 17 28 9 2 3 14 42

介護老人保健施設 13 4 16 33 5 0 3 8 41

介護医療院 2 0 2 4 0 0 0 0 4

認知症対応型共同生活介護 4 5 14 23 2 1 2 5 28

特定施設入居者生活介護 0 2 1 3 0 0 0 0 3

通所介護 6 7 16 29 3 0 15 18 47

通所リハビリテーション 0 0 2 2 5 0 0 5 7

認知症対応型通所介護 0 0 2 2 0 0 2 2 4

訪問介護 5 1 6 12 1 3 14 18 30

訪問入浴 1 0 0 1 0 0 1 1 2

訪問リハビリテーション 0 0 0 0 0 0 0 0 0

訪問看護 4 5 6 15 2 4 5 11 26

小規模多機能型居宅介護 5 6 17 28 2 6 4 12 40

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 0 1 0 1 4 0 0 4 5

住宅型有料老人ホーム 0 0 1 1 2 2 1 5 6

サービス付き高齢者向け住宅 6 0 1 7 1 2 0 3 10

軽費老人ホーム 1 0 1 2 2 1 3 6 8

居宅介護支援 1 1 3 5 0 0 0 0 5

全法人 59 32 105 196 38 21 53 112 308

サービス種別
正規職員 非正規職員

総計
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問７ 貴施設等に所属している職員全員（非常勤含む。ボランティアの方を除く）について、

令和２年４月１日時点の状況をご回答ください。 

各事業所の所属している職員の年齢についてみると、『正規職員』では「55～59歳」が最も高く、

『非正規職員』では「70歳以上」が最も高くなっています。 

職員が取得している資格の状況についてみると、『正規職員』『非正規職員』ともに、「その他」

が最も高く、次いで「看護師」となっています。 

 

【年齢】 

 

【資格取得状況（資格取得者の割合）】 
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23.1 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上

不明・無回答

正規職員（N=1290） 非正規職員（N=471）
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0.5 

18.0 

9.4 

0.3 

4.1 

5.7 

0.2 

0.7 

0.0 

5.0 

1.5 

2.7 

2.2 

1.2 

3.3 

8.9 

21.3 

12.0 

2.5 

0.0 

0.0 

11.5 

10.7 

0.8 

0.4 

0.4 

0.8 

0.0 

1.2 

3.7 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

4.5 

33 

29.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師

歯科医師

保健師

看護師

准看護師

薬剤師

理学療法士

作業療法士

言語療法士

柔道整復師

あん摩マッサージ指圧師

調理士

栄養士

管理栄養士

社会福祉士

主任介護支援専門員

介護支援専門員

事務職員

その他

不明・無回答

正規職員（N=583） 非正規職員（N=243）
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職員の勤務時間についてみると、『正規職員』では「40～44 時間」が最も高く、『非正規職員』

では「20～24時間」が最も高くなっています。 

職員の勤続年数についてみると、『正規職員』では「10年以上」が最も高く、『非正規職員』で

は「5年以上 10年未満」が最も高くなっています。 

 

【勤務時間】 

 

【勤続年数】 

 

 

  

5.0 

1.3 

2.0 

1.2 

2.2 

3.6 

1.6 

6.0 

21.6 

47.8 

4.8 

1.1 

1.9 

5.5 
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14.2 

20.0 

5.9 
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5.9 

10.6 

1.1 

0.4 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なし

5時間未満

5～9時間

10～14時間

15～19時間

20～24時間

25～29時間

30～34時間

35～39時間

40～44時間

45～49時間

50時間以上

不明・無回答

正規職員（N=1290） 非正規職員（N=471）
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14.4 

23.8 

34.2 

0.5 

21.2 

18.0 

15.1 

24.2 

21.0 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年未満

1年以上3年未満

3年以上5年未

5年以上10年未満

10年以上

不明・無回答

正規職員（N=1290） 非正規職員（N=471）
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３．介護人材実態調査【訪問介護事業所票】 

問１ 回答日の直近の１週間（７日間）について、管理者が提供した訪問サービスの時間（分）

を記入してください。 

管理者が提供した訪問サービスの平均時間についてみると、『介護給付』では「身体介護」が最

も多く、『予防給付・総合事業』では「掃除・洗濯」が最も多くなっています。 

 

 

問２ 回答日の直近の１週間（７日間）について、訪問介護員が提供した訪問サービスの時

間（分）を記入してください。（標準的な勤務の方１名について記入してください。） 

訪問介護員が提供した訪問サービスの平均時間についてみると、『介護給付』では「身体介護」

が最も多く、『予防給付・総合事業』では「掃除・洗濯」が最も多くなっています。 

 

 

236.0 

0.0 

33.0 

9.0 

69.0 

30.0 

6.0 

0.0 

9.0 

0.0 

27.0 

0.0 

0.0 100.0 200.0 300.0

身体介護

通院時の乗降介護

買い物

調理・配膳

掃除・洗濯

その他の生活援助

（分）全体（N=10）

介護給付 予防給付・総合事業

895.0 

92.5 

72.5 

25.5 

250.5 

27.0 

60.0 

0.0 

40.5 

12.0 

133.5 

0.0 

0.0 500.0 1000.0

身体介護

通院時の乗降介護

買い物

調理・配膳

掃除・洗濯

その他の生活援助

（分）全体（N=10）

介護給付 予防給付・総合事業
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４．サービス提供体制実態調査【事業所票】 

問１ 下記の項目の中で過去にサービス提供を断った（事業所として対応することができな

かった）ケースはありますか。あてはまるもの全てに○を付けてください。 

※利用していたが、途中で解約したケースも含みます。 

過去にサービス提供を断ったケースについてみると、「特になし」を除いて、「医療ニーズの高

い利用者」が最も高く、次いで「重度認知症の利用者」、「その他」となっています。 

 

 

  

15.1 

3.2 

4.8 

4.8 

2.4 

7.1 

6.3 

2.4 

29.4 

9.5 

16.7 

37.3 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40%

重度認知症の利用者

支援者がいない（家族や地域からの孤立）利用者

突発的なサービス変更（時間・内容）の多い利用者

本人からの苦情が多い利用者

家族からの苦情が多い利用者

早朝・夜間対応の必要な利用者

ターミナル期の利用者

虐待（疑い）がある利用者

医療ニーズの高い利用者

経済的に問題のある利用者

その他

特になし

不明・無回答

全体（N=126）
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問３ 現在のサービス提供体制に課題はありますか。あてはまるもの全てに○を付けてくだ

さい。 

現在のサービス提供体制の課題についてみると、「職員の人員不足」が最も高く、次いで「職員

の知識・技術不足」、「施設・設備・備品の老朽化」となっています。 

 

 

  

45.2 

38.9 

22.2 

35.7 

7.1 

14.3 

11.1 

10.3 

6.3 

7.1 

5.6 

15.9 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職員の人員不足

職員の知識・技術不足

施設・設備・備品の不足

施設・設備・備品の老朽化

他の介護保険サービスとの連携

医療機関（病院・診療所）との連携

特定の日時・曜日にサービスが集中

送迎に要する時間・費用

生活実態とサービス内容の乖離

区分支給限度基準額の兼ね合い

その他

特になし

不明・無回答

全体（N=126）
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問６ 貴事業所での、医療ニーズの高い利用者（胃ろうやバルーン留置、在宅酸素が必要な

場合や、難病、がんの末期、看取りの段階にある方など）への支援についてお尋ねしま

す。平成 31年４月～令和２年３月までの１年間の貴事業所で看取りに関わったケース

数を記入してください。（ない場合は、０と記入してください） 

医療ニーズの高い利用者で看取りに関わったケース数についてみると、『①安定期から死亡まで

事業所が関わったケース』では「介護老人保健施設」が最も多くなっています。 

また、『②安定期から事業所が関わり、終末期に入院したケース』では、「通所介護」、『③入院

していた患者が、終末期に自宅等へ帰ったケース』では、「訪問看護」が最も高くなっています。 

 

 

※①の合計と詳細について、一致しない箇所があります。 

  

単位：件

うち死亡場所は
事業所

うち死亡場所は
自宅等

特別養護老人ホーム 17 18 2 2 0 0

介護老人保健施設 34 34 0 2 0 0

介護医療院 8 8 0 0 0 0

認知症対応型共同生活介護 6 6 0 1 0 0

特定施設入居者生活介護 0 0 0 1 0 0

通所介護 8 0 8 12 0 0

通所リハビリテーション 0 0 0 1 0 0

認知症対応型通所介護 0 0 0 0 0 0

訪問介護 10 9 0 6 1 1

訪問入浴 4 0 4 8 3 1

訪問リハビリテーション 0 0 0 0 0 0

訪問看護 16 7 7 12 5 0

小規模多機能型居宅介護 2 1 1 3 1 0

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 0 0 0 0 2 0

住宅型有料老人ホーム 7 8 0 0 0 0

サービス付き高齢者向け住宅 5 7 0 2 0 0

軽費老人ホーム 0 5 0 2 0 0

居宅介護支援 44 0 0 0 0 0

サービス種別

①安定期から死亡まで事業所が関わったケース ②安定期から事
業所が関わり、
終末期に入院し
たケース

③入院していた
患者が、終末期
に自宅等へ帰っ
たケース

④その他
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問７ 平成 31年４月～令和２年３月の１年間の貴事業所の利用者数、期間中の死亡者数、在

宅看取り者数をご記入ください。（ない場合は、０と記入してください） 

事業所の利用者数、期間中の死亡者数、在宅看取り者数についてみると、『がん末期患者』の【ア 

利用者実人数】は「通所介護」、「訪問看護」が多く、【イ うち期間中死亡者】、【ウ イのうち在

宅看取り】はともに「訪問看護」が最も多くなっています。 

『その他の利用者』の【ア 利用者実人数】は「通所介護」が最も多く、【イ うち期間中死亡

者】は「特別養護老人ホーム」、【ウ イのうち在宅看取り】は「訪問看護」が最も多くなっていま

す。 

 

 

 

  

単位：人

ア
利用者実人数

イ
うち期間中死亡者

ウ
イのうち在宅看取り

ア
利用者実人数

イ
うち期間中死亡者

ウ
イのうち在宅看取り

特別養護老人ホーム 0 0 0 325 51 0

介護老人保健施設 5 2 0 511 37 0

介護医療院 3 0 0 37 10 7

認知症対応型共同生活介護 0 0 0 85 6 1

特定施設入居者生活介護 1 1 0 64 6 0

通所介護 13 8 3 1630 37 1

通所リハビリテーション 2 0 0 210 5 0

認知症対応型通所介護 0 0 0 5 0 0

訪問介護 11 8 5 140 21 8

訪問入浴 5 0 2 19 9 6

訪問リハビリテーション 0 0 0 0 0 0

訪問看護 13 9 6 144 21 12

小規模多機能型居宅介護 5 2 0 352 15 0

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 0 0 0 2 2 2

住宅型有料老人ホーム 3 0 0 37 10 7

サービス付き高齢者向け住宅 3 3 2 60 11 7

軽費老人ホーム 1 1 0 147 10 0

居宅介護支援 0 0 0 141 5 0

サービス種別

がん末期患者 その他の利用者
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問８ 医療と介護の連携を進めるために必要と思われることはどのようなことですか。  

（○は３つまで） 

医療と介護の連携を進めるために必要と思われることについてみると、「介護従事者の医療につ

いての基本的な知識や理解」が最も高く、次いで「医師をはじめ医療従事者の介護・福祉につい

ての基本的な知識や理解」、「ケアマネジャー等が主治医と気軽に相談できる仕組み」となってい

ます。 

 

 
 

 

45.2 

50.8 

29.4 

12.7 

19.8 

33.3 

24.6 

14.3 

29.4 

3.2 

6.3 

0% 20% 40% 60%

医師をはじめ医療従事者の介護・福祉についての基本

的な知識や理解

介護従事者の医療についての基本的な知識や理解

病院の医師、看護師等の在宅療養生活に対する理解

地域住民の介護・福祉・医療についての基本的な知識や

理解

研修会、勉強会、懇親会など、医療・介護の多職種が顔

を合わせる機会（顔や名前を覚える場）

ケアマネジャー等が主治医と気軽に相談できる仕組み

医療・介護の多職種が参加するケース会議等の定期的

な開催

在宅患者の情報をリアルタイムに共有できる仕組み

入院早期からの退院支援や多職種での退院前カンファ

レンスの実施

その他

不明・無回答

全体（N=126）
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